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概要：2021年3月9日～19日にかけて，三重県内私立高等学校にて高校2年生を対象に全8コマで実施
（上記の①・②を1コマ，③・④を1コマ，⑤を4コマ，⑥を2コマで実施）

考察：１．教師が発展的思考・態度の育成に注視して指導することで，学習者の自律的な数学的活動が生起される
２．学習者が焦点化した問題から遡って日常生活や社会の事象，数学の事象を見い出すためには，

教師がメタ認知的支援を行うなどして，学習者の気付きを促すことが必要である

算数・数学の問題発見・解決の過程において
<Step1> 焦点化した問題から数学的に表現した問題
<Step2> 数学的に表現した問題から，日常生活や社会の事象・数学の事象
へと遡って授業構成を行う

焦点化した問題から遡って授業構成すること
で，数式がもつ意味や数学的背景を考える
ことができ，数学的活動が意識化される
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と日常生活や社会の事象，

数学の事象との関連について考える

③
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数学の事象との関連について，考えを発表する
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を減衰の数学的モデルと

して捉え，井戸水のトリクロロエチレンの汚染問題の
解決方法を理解する

⑤
数学と社会との関連や，数学の問題の発展について
調べる

⑥
数学と社会との関連や，数学の問題の発展について
発表する

学習者自身が，焦点化した問題
から遡って，日常生活や社会の
事象，数学の事象との関連につ
いて考える

数式と日常生活や社会の事象，
数学の事象との関連について考
えた上で，改めて算数・数学の
問題発見・解決の過程を体験
する

数学と社会との関連を調べたり，
問題を発展させたりする探究
活動を通して，算数・数学の問
題発見・解決の過程を追体験
する

自律的な数学的活動の意識
が学習者の中に内面化される


